
 

 

 

整備計画検討会④ 

「見てみよう！ 

みんなで考えた地域の拠点の配置」 

開催日時：2 月 7 日(土) 10：0０～１２：００ 

＠森岡小学校 体育館 

これまでの整備計画検討会 

済 講演会  10/13（日）  事例に学ぼう！ 

済 DAY1  １１/4（月祝） まちの魅力を再発見！ 

済 DAY2  2/8（土）     物語をつくろう！ 

済 DAY3  7/26（土）    描こう！地域の拠点 
 

森岡地区拠点施設基本構想・基本計画  

第５号 か わ ら ば ん  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

   

地元だけでなく、近隣市町からの参加者もあり、非常に有意義であった。 

 

お問合せ： 
東浦町役場 財政経営課 施設再編係 
TEL ：0562-83-3111 
Mail：zaisei@town.aichi-higashiura.lg.jp 

2 月 7 日土曜日の午前、森岡小学校体育館で、整備計画検討会④「見てみよう！みんなで考えた地域の
拠点の配置」を開催しました。寒い中でしたが、小学生を含む 13 名の方にご参加いただきました！ 
これまでのふりかえりのあと、前回までのワークショップなどを踏まえて検討を進めている地域の拠点の

配置案についてレクチャーを受け、その後、配置図案をもとに意見を出し合いながら、今後の検討において
大事にしたいポイントについてまとめるグループワークを行いました。 

ぶどう ・ぶどう畑 ・見晴らし最高 

 

人  
・人口が増える計画あり 

・地域の温かさ、協力体制 

 
祭り  ・活発！ ・歴史資産（村木砦）  

 
健康  ・健康の森 ・あいち小児医療 

 
交通  ・交通の便が良い 

 
場所  ・カフェや集える場所が多い 
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○ひとことアンケートより 
子どもの意見をふくめ様々な意見を大切にしたい。/
具体的な配置図に添って進められたことは良かったと
思う。/配置などのフィードバックがあり、進んでいる
ことがわかってより楽しみになりました。/この空間の
中で自由な発想でレイアウトしてほしいです。/近隣市
町からの参加者もあり、非常に有意義であった。 

 ２  
グループワーク 

「思いをつなごう！地域拠点のこだわりポイント」 
配置案に対して、町民目線で気になる点や大事にしたい点について、グループワークで意見

を出し、ワークシートにまとめました。これらの意見は重視すべき項目のヒントとして、基本計
画の検討に活用していきます。 

 

１．関係図の作成 
ワークショップでの４グループ

の成果は一見異なって見えます
が、共通する考え方がたくさん含
まれていました。それらを抽出し
て、配置図を考える上でのベース
となる「関係図」として整理しまし
た。 

２．配置図案の作成 
関係図を踏まえて、実際の規

模感等を考慮しながら敷地に
落とし込んだ「配置図案」を作
成しました。 

屋外空間 
屋外の屋根付きスペースの設置や電源の
使用などイベント時に使用できるような設
えについて意見がありました。 

駐車場 
周辺の渋滞を避けた配置や適切な
駐車台数確保について意見があり
ました。 

防災 
災害に強い施設とするため、トイレや飲料
水タンク、防災倉庫などを備えたいという
意見がありました。 

基本計画における配置図は、
大まかな配置の方向性を示す
ものであり、今後設計段階で細
かな調整をしていくことになり
ます。 

自然 
ウォーキングコースや、プレイパークなど
自然を活かした空間を残し、活用したいと
いう意見がありました。 

地域と学校の交流 
交流とセキュリティを両立した地域拠点と
するために施設の配置や動線を工夫して
ほしいといった意見がありました。 

眺望 
天気がいい日に景色を見ながらす
ごせる空間がほしいという意見が
ありました。 

※記載の施設配置・道路・敷地は検討中のものであり、決定したものではありません 

 1  ワークショップのフィードバック～配置案の共有 

前回の整備計画検討会③では、「思いをカタチに〜地域の拠点デザインゲーム」と題して、グループごと
に各スペースの利用方法や関係性を想像しながら、敷地がしめされたワークシートに配置をデザインして
いただきました。その成果を受けた配置の検討の流れと配置図の共有を行いました。 

共通するポイントとして 
 
①利用者の交流の場となる屋

外交流空間を配置 
②学校と地域で同じ空間を共

有できるような配置 
③歩車分離による交通安全性

の確保 
④保育園の送迎のしやすさ確

保等が挙げられました。 


